
 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

  

 

 

  

 １１月１０日（土）、今年度の「飯豊町 めざみの里音楽祭」が「あ～す」のホールを会場に

行われ、本校の子ども達と職員が、ステージで練習の成果を発表しました。 

 始めに、５・６年生による「トーン・チャイム」の披露です。今年引退した安室奈美恵さんの

曲を２曲演奏しました。「トーン・チャイム」は、筒状の金属で作られたハンドベルの１種で、 

            一台一台、音階のどれかの音を奏でるようにできています。子ども達

は、自分の担当の音が鳴るトーン・チャイムを持って、友達と協力し

合って音階を奏でるのです。友達の音をしっかり聞かなければなりま

せんし、リズムに合わせて、自分の番が来たら忘れないようにチャイ

ムを鳴らさなければならず、とても大変です。しかし、子ども達は練

習の成果を出し切り、当日は、今までで最も美しく演奏をすることが 

できました。 

 続いて、全校児童と教職員で、歌を２曲歌いました。学級ごと、そして、全員で練習を重ねて 

きた子ども達の歌声は、明るくて、さわやかで、とてもすばらしいものでした。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 １１月１３日（火）より、冬季スクールバスの運行が始まり、上代、松原、下川原、東山の一

部の子ども達がバスに乗って登下校し始めました。まだ雪も降らないので実感はあまりありませ

んが、強い西風にあおられて視界が悪くなるこれからの季節を考えると、子ども達の安全・安心

の観点で本当にありがたいと思います。これまでは、横断の際止まってくださる運転手さんに丁

寧にお礼をしていた子ども達ですが、これからは、毎日お世話になるバス 

の運転手さんにしっかりお礼の挨拶ができるように指導していきます。朝 

は、時間を決めて運行する事になりますので、集合時刻に遅れることのな 

いようご家庭でも声がけをお願いいたします。 

 

 

   

 

 

 



 

 

先頃行った「収穫祭」で芋煮を作るとき、教頭先生から子ども達に難しい課題が出されました。「火を

つけるのに使って良いマッチは３本まで」というものでした。案の定３本を使い切った班があります。

どうしたでしょう。他の班に頼んで、火の点いた木を分けてもらいました。ずるいかもしれませんが、

子ども達なりに「考えて」「お願いして」「なんとかした」のです。 

 「ソサエティ５．０」と言う言葉をお聞きになったことがあるでしょうか。「超スマート社会」を意味

する言葉です。現在の社会は「ソサエティ４．０」と呼ばれ「情報化社会」なのですが、これからは「ソ

サエティ５．０」の世の中に移っていくのだそうです。「ソサエティ５．０」の特徴は、「人工知能」で

す。情報も人間がわざわざ選ばなくても集まってきます。もうすでに、スマートフォンで検索しようと

すると、自分がよく見る情報がたくさん表示されることに気づきます。その人の好みを人工知能が認識

して集めているのです。 

 子ども達は、便利なものに囲まれて生活しています。作らなくても努力しなくても、物がすぐ手に入

る、本物ではないが似たようなものがあってそれで十分満足してしまう、そんな生活は確かに便利かも

しれません。楽しいのかもしれません。しかし、便利さの裏側で知らず知らずの間に失われているもの

があります。選ばなくてよい環境の中では「選ぶ力」が、考えなくて良い環境の中では「考える力」が、

作らなくて良い環境の中では「作り出す力」が失われていきます。我々人間も生物ですから、深海魚の

目が退化している例を見ても、「使わないものは退化」するのは明らかです。 

 そこで、子ども達が失っている、またはこれから失っていくであろう力を失わせないために、できる

だけ不便で、限られた物しかなくて、できるだけ形が決まっていないようなことにあえて取り組ませる

のはどうでしょうか。「鉄道の在来線だけを使って目的地まで行く」「山の中に落ちている物だけで遊び

道具を作る」「限られた食材と調味料だけで３品おかずを作る」「紙と鉛筆だけでゲームを考える」どう

でしょうか。考えて、工夫して、協力して、お願いして何とかする経験ばかりです。きっと面白いはず

です。楽しいし、達成感もあるはずです。コミュニケーションを取らざるを得ません。私たち大人は、

子どもに不便な思いをさせることを、とかく「かわいそうだ」と思いがちです。しかし、そうでしょう

か。考えられない、判断できない、人と仲良くできない、作れない、そういう人間に育つことの方が不

幸のように思います。子どもの本当の幸せとは何か冷静に考えて、子どもに必要な経験をさせることが

大事です。もちろん、ご家族も一緒にやってみるのは最高に良いと思いますよ。 

 

1 土 冬の交通安全県民運動 11 火 委員会活動(代表) 21 金 ２学期終業式 通知票配付 

2 日  12 水  22 土 年末年始休業(1/7 まで) 

3 月 読書週間(～１４日) 

全校読書 保護者面談 

13 木 ＡLＴ 23 日 天皇誕生日 

4 火 保護者面談 14 金  24 月 振替休日 

5 水 農地・水講話 15 土 添川読書の日 25 火  

6 木 ＡLＴ 16 日  26 水  

7 金  17 月 清掃強調週間(～２１日) 

身体測定 

27 木  

8 土  18 火  28 金  

9 日  19 水 ＡLＴ 29 木 学校閉庁 

10 月  20 木 ＡLＴ 30 金 学校閉庁 

31 土  

 

 

 


